第５分科会「語ろう！描こう！未来の学校事務講座」
研究部の研究経過説明のあと、将来どのような事務職員になりたいか、そのためには何をしなければならないかについて、カフェにいるようなリラックスした状態で自由に語り合う、ワールドカフェ方式の分科会を行いました。
【研究経過説明】

平成12年度から昨年度まで続いてきた長期計画書に基づく研究内容について紹介した後、現在策定中の新たな研究計画について説明をしました。新たな計画は、来年度から4年間の研究の土台となる中期的な計画です。5年先の事務職員の将来像を設定し、将来像を実現するための手立てを考えているところです。まだ策定途中ではありますが、現時点で考えている内容について紹介しました。
1　「新しい時代の学校事務」に求められる職務を整理し、その役割を果たすことができる「新しい学校事務職員像」を設定し、目指すべき姿として位置付けます。

2　この姿をより具体化し、事務職員それぞれが、経験に応じて参考とすることができるように、「各職名に応じた事務職員像」を提案します。
3　これらの事務職員像を実現していくための具体的な手立てとして、職務内容、学校事務組織、職制、人材育成の4つの観点から実行策を考えています。
【ワールド･カフェ】
　参加者全員が7つのテーブルに分かれて、30分毎に4回移動し、テーブル上の模造紙に書き残されたキーワードを参考に、思い思いに現状や自分の考えを話していきました。どのテーブルでも、自分たちの将来像を描き、夢を語り、学校事務の未来について語り合うことができました。

　話題にのぼった内容は、テーブルによってさまざまです。「こうありたい事務職員像は？」というところから始まって、「教員と協働できる分野は？」「教員への情報発信の仕方の工夫は？」と広がっていったテーブル。各郡市の共同実施について構成職員の職名や活動内容等を比較し、その差異に驚いたテーブル。事務長制導入に向けて、事務長の役割や共同実施組織形態と事務長配置について考えたグループ。その他、「センター化と各校配置とどちらが今後の学校事務職員の姿か？」「学校教育目標とどう関われるか？」「これからはどのような研修が必要か？」「目標管理は必要か？」「日々の教育活動をスムーズに行う秘訣は？」など、多岐にわたる内容となりました。
若年の参加者が多い分科会でしたが、普段は話す機会があまりない自分たちの夢や職の将来像について語り合うことで、日々の業務にヒントが得られたという方、視野が広がったという方も多かったようです。
また、研究部にとっても、会員一人ひとりの思いを聞くことができる大変貴重な時間でした。今後の課題も浮かび上がりました。これらを中期研究計画の内容にも反映していきたいと思います。
